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様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名：ふじのくに県民クラブ・林芳久仁）必占

経費項目 籍研究費･研修費･広聴騨費･霊淵誇鹿債･会議費･資fH賊費･資龍騰入費･事務費･認･人件費

内 容 事務所賃借料（4月分）

年月 日 令和3年4月1日～令和3年4月30日 金額 69,056円

目的

使途
令和3年4月分賃借料

政務活動

県政との

関連性

く領収書貼付枠＞
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領収書金額(a)

138,113円

安分率(b)

1/2

％

政務活動費支出額(a×b)

69,056円



様式第1－1号

詞
支出証拠書

（会派名・議員氏名：ふじのくに県民クラブ・林芳久仁）

1

※案分による支出がある場合は、御侠箒の金額､案分率及び政務活動費の支出額をそれぞれ該当欄に

記入すること。

で芦＝ 罫号

経費項目 調査研ｦ蹟･研修費･広聴蒔蹟･霊禰誇嗣漬･会議費･資料肺溌･資f臆入費･函･事翻漬･人件費

内 容 議員用携帯電話代

年月 日 令和3年4月12日～令和年 月 日 金額 ?Z3円

目的
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I
ピタット4s+通話定額2新カケホ割60 1,950 通話定額2ご加入者は電話きほんパックが無料となります｡
2年契約十家族割 一ﾕ70
LTENET ' 300

LTENET for DATA 1 500
ピﾀｯﾄ4GLTE(s) (データ) /-､ 1,700 データ利用量はOGB~1GBです｡

② ‘3，▼安心サポートパック

除外故陣紛失サポート
使い方ｻポｰL+ .･ L , 590
安心サポートパｯｸ割引額 -300
▼通話料／ピタットプラン4Gs+通話定額2 0
通話料 6,720
SMS (Cﾒｰﾙ）送信料 3
通括定額2割引額 =6,380
家族割/通話料 -340 対象家族間通話を全額割引します｡
家族割/SMS (Cメール)送信料 -3 対象SMS (Cﾒｰﾙ）送僧料を全額割引します｡
▼鯖求総諏割引 -2,800
舗求総額割引額 一ﾕ,000 ケータイ→auｽﾏﾎｽﾀｰﾄ割(1年）
請求総額割引額 -1,800 ｹｰﾀｲ→auｽﾏﾎｽﾀｰﾄ割（永年）
▼ユニバーサルサービス料 3
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▼紙嗣求啓発行手数料 200

▼消費税等(10%) 20 10%消費税の課税対象額200円
･ユニバーサルサービス料は、 日本全国における加入電話・公衆髄話等の提供確保のため､NTT東・西日本に支払われるものです。
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様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名：ふじのくに県民クラブ・林芳久仁）

……禿玩謬罰ぞ

1

経費項目 諺研ｦ讃･研修費･広聴広報費･霊調調舌讃･会議費･資料{癖･資粥臆入費鳥函･事翻漬･人件費

内 容 自動車リース料（ 4月分）

年月 日 令和3年4月12日～令和年 月 日 金額 24,334円

己 氏畠

ロ ロソ

使途
令和8年4月分リース料

~力1口割

県政との

関連性

、立貝ll…白11梢昌″

月額リース料53,000円から政務活動費対象外経費を除く48,668円の1/2相当額を請求する。

48,668円×1/2＝24,334円
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按分の理由

政務活動と私用で按分

領収書金額(a)

48,668円

按分率(b)

1/2

％

政務活動費支出額(a×b)

24,334円



様式第1－2号

支出証拠書（各種団体会費）

（会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・林芳久仁）

＝雪

雪雲一
召当

経費項目 扇霊禿司･研修費

内 容 公益財団法人オイスカ2021年度賛助会費

年月 日 令和3年4月14日～平成 年 月 日 金額 20,000円

会の趣旨．

目 的

i－－－－1

｡ ｢すべての人々がさまざまな違いを乗り越えて共存し､地球上のあらゆる生命の率左守

り育てようとする世界lを目指すb

主に、アジア・太ｴ群地或で農村開発や環境保全活動を展開している。

会の活動

内容等

による環境保全活動をしている。

･国内外の活動への支援(ベルマーク・古本・書き損じはがきや募金など身近にできる活

動を行う｡）

･講演会開催やイベントへの招待
ロ陸豐麸･再生ずv弓や＞－カK, 1 升ご＝、／手少マ余+1n芦S律 “↑

県政との

関連性

と進め環境向上に努める一方、県行政への要望事項もあり、森林環境を守っていく支援を

要請していく。

＜領収書貼付枠＞

¥25,000のうち静岡県支部費¥5,000を除く
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※添付書類:団体の会則･層蘂厩詞･その他（ ）

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

Ⅱ副[聡 崇霊(a)

20,000円

按分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

20,000円



2021年4月吉日

林芳久仁様

公益財団法人
閻
孟
靴
国

柄
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韮

理 事 長

静岡県支部会長

2021年度賛助会費納入について（御依頼）

謹啓時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は弊財団の推進する国際協力活動に対し、ご理解とご支援を賜り心より感謝申し上げます。

さて、東日本大震災復興活動の一環である「海岸林再生プロジェクト」は、 11年目の年を迎え育

苗・植栽ともに終了となり第二期への移行となりました。この取り組みの知見を国際協力に活かし

ていくため「生態系を活用した防災・減災(Eco-DRR) 」の調査研究をおこない、海外事業活動の新

たな展開をめざした啓発普及活動に注力し、皆様のご理解を深めてまいります。 さらに近年、 SD

Gsや社会性に目を向けた企業等の活動が注目され、中でも社会貢献と支援者側の利益も両立でき

る「CSV」の概念で、弊財団においても国際協力の分野で積極的な連携を推進したいと考えてお

ります。

昨年より、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け国内外ともに厳しい状況にある中で、 日

本の国際協力団体として粘り強い国際社会への貢献が求められておりますので、引き続き賛助会員

としてご支援をいただきたく存じます。ご理解とご協力のほどお願い申し上げます。

謹白

記

2021年度賛助会費￥25,000-

静岡県支部費￥5,000-として

ｿ静岡県支部会長落合偉洲

（口座番号） 0029906

（口座番号) 1449211

（口座番号） 2502818

（口座番号） 0442325

但し、 ､

一

【銀行振込の場合】 （口座名義）

静岡銀行

スルガ銀行

清水銀行

浜松いわた信用金庫

公益財団法人オイスカ静岡

名塚支店 普通 （口風

浜松支店 普通 （口風

本店営業部 普通 （口囚

三和支店 普通 （口恩

【コンビニ、郵便払込の場合】

同封の用紙をご利用下さい。

【優遇税制】 確定申告の際、所得税の寄附金控除の対象となります。

また、各都道府県・市区町村の定めにより住民税寄附金控除の対象になる場合もありますので、お
住まいの住所のある自治体へお問い合わせください。

※受領証が申告の際必要です。なお、受領証の再発行はできません。

【会計年度】 4月1日～翌年3月31日となっております。

【連絡先】 公益財団法人オイスカ静岡県支部

〒431-1115浜松市西区和地町5815番地

Tel O53-401-3980/Fax O53-401-3981 e-mail:shizuoka@oisca.org

以上
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公益財団法人オイスカ定款

第1章総則

（名称）

第1条この法人は、公益財団法人オイスカ（以下「この法人」 という｡） と称し、 （英文

ではOrganiza位onmrm'dustrial, Spiritual andCulturalAdvancement-

.h'ternational,Japan(通称=OISCAJapan)と称する。

（事務所）

第2条この法人は、主たる事務所を東京都杉並区に置く。

（目的）

第3条この法人は、国連経済社会理事会の諮問資格を有するオイスカ・インターナショ

ナルの理念と精神に基づき、開発途上諸国に対する産業開発協力事業の推進及び地球

環境保全等に関する事業を行い、これら諸国との友好親善及び広く地球社会の持続可

能な発展に寄与することを目的とする。
q

（事業）

第4条この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う･･

1公益目的事業

（1）開発途上諸国での持続的な農山漁村の地域開発協力事業

(2) 開発途上諸国を中心に世界各地での環境保全及び環境教育推進のための「子供の

森」計画事業

③開発途上諸国の持続的な地域開発推進のために受け入れる産業研修員の人材育成

技術協力事業、及び外国人技能実習生受け入れに伴う職業紹介等の事業

（4）国際相互理解の促進、及び地球社会の持続可能な発展のための啓発普及事業

． （5） 開発途上国等における災害発生時の緊急支援、及び復興支援事業

（6）前各号の事業に必要な施設の設置運営及びその他この法人の目的を達成するため

に必要な事業

2その他の事業

、 この法人は、公益目的事業の推進に資するため、次の事業を行うことができる。

（1） 不動産賃貸業

⑫）その他前項各号に定める事業に関連する事業

1
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3前第1項及び第2項の事業については、アジア太平洋地域を主とした世界各国及び

本邦各地において行うものとする。

（事業年度）

第5条この法人の事業年度は、毎年4月1日に始まり翌年3月31日に終わる。

（規律）

第6条この法人は、評議員会が別に定める倫理規程の理念と規範に則り、事業を公正か

つ適正に運営し、第3条に掲げる公益目的の達成と社会的信用の維持・向上に努める

ものとする。

第2章財産及び会計

（財産の種別）

第7条この法人の財産は、基本財産及びその他の財産の2種類とする。

2基本財産は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（以下、 「一般社団・財団

法人法」という｡）第172条第2項に規定する、この法人の目的である事業を行うため

に不可欠な財産として理事会で定めたものとする。

3 その他の財産は、基本財産以外の財産とする。

4公益認定を受けた日以後に、公益目的事業以外のために使用すべき旨を定めず寄附

を受けた財産については､その50％又はそれ以上を公益目的事業に使用するものとし、

‐ その取り扱いについては、理事会の決議により別に定める寄附金等取扱規程による。

I

（基本財産の維持及び処分）

第8条基本財産についてこの法人は、適正な維持及び管理に努めるものとする。

2やむを得ない理由により基本財産の一部を処分又は担保に提供する場合には、評議

員会の議決を経なければならない。

． （財産の管理・運用）

第9条この法人の財産の管理・運用は、理事長が行うものとし、その方法は理事会の決

議により別に定める資金運用規程によるものとする。

（事業計画及び収支予算）

第10条この法人の事業計画書及び収支予算害、資金調達及び設備投資の見込みを記載し

2
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た書類は､毎事業年度の開始の日の前日までに理事長が作成し､理事会の決議を経て、

直近の評議員会へ報告するものとする。これを変更する場合も、同様とする。

2前項の事業計画書及び収支予算書等については、毎事業年度の開始の日の前日まで

に行政庁に提出しなければならない。

（事業報告及び決算）

第11条この法人の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、理事長が次の書

類を作成し、監事の監査を受け、理事会の承認を経たうえで、定時評議員会において

承認を得るものとする。

（1）事業報告書

（2）事業報告の附属明細書

（3）貸借対照表

（の正味財産増減計算書

（5）貸借対照表及び正味財産増減計算書の附属明細書

（6）財産目録

2前項の財産目録等については、毎事業年度の終了後3ケ月以内に行政庁に提出しな

ければならない。

3 この法人は、第1項の定時評議員会の終結後直ちに、法令の定めるところにより、

貸借対照表を公告するものとする。

〔

（公益目的取得財産残額の算定）

第12条理事長は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する.法律施行規則第48

条の規定に基づき、毎事業年度、当該事業年度の末日における公益目的取得財産残額

を算定し、第63条第1項第10号の書類に記載するものとする。

（長期借入金及び重要な財産の処分又は譲受け）

第13条この法人が資金の借り入れをしようとするときは、その事業年度の収入をもって

償還する短期借入金を除き、評議員会の議決を経なければならない。

2 この法人が重要な財産の処分又は譲受けを行おうとするときも、前項と同じ議決を

経なければならない。

（会計原則等）

第14条この法人の会計は、一般に公正妥当と認められる公益法人の会計の慣行に従うも

のとする。

2 この法人の会計処理に関し必要な事項は、理事会の決議により別に定める経理規程

によるものとする。

3
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3特定費用準備資金及び特定の資産の取得又は改良に充てるために保有する資金の取

扱いについては、理事会の決議により別に定める特定費用準備資金等取扱規程による

ものとする。

第3章評議員及び評議員会

第1節評議員

（定数）

第15条この法人に、評議員7名以上13名以内を置く。

（選任及び解任等）

第ﾕ6条評議員の選任及び解任は、評議員会の決議により行う。

2評議員の候補者は次により選出する。

（1）個々の評議員の推薦による者

（2）理事及び監事の推薦により理事会の承認を経た者

3評議員を選任する場合には、次の各号の要件をいずれも満たさなければならない。

（1）各評議員について、次のイからへに該当する評議員の合計数が評議員の総数の3分

の1を超えないものであること。

イその評議員及びその配偶者又は3親等内の親族

口その評議員と血融因の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者

ハその評議員の使用人

ニロ又はハに掲げる者以外の者であって、その評議員から受ける金銭その他の財

産によって生計を維持しているもの

ホハ又は二に掲げる者の配偶者

へロから二に掲げる者の3親等内の親族であって、これらの者と生計を一にする

もの

⑫）他の同一団体（公益法人を除く｡）の次のイから二に該当する評議員の合計数が評

議員の総数の3分の1を超えないものであること。

イ理事

ロ使用人

ハ他の同一の団体の理事以外の役員（法人でない団体で代表者又は管理人の定め

のある者にあっては、その代表者又は管理人）又は業務を執行する社員である者

二次の団体において職員である者（国会議員及び地方公共団体の議会の議員を除

く｡）

①国の機関

I
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②地方公共団体

③独立行政法人通則法第2条第1項に規定する独立行政法人

④国立大学法人法第2条第1項に規定する国立大学法人又は同条第3項に規定

する大学共同利用機関法人

⑤地方独立行政法人法第2条第1項に規定する地方独立行政法人

⑥特殊法人又は認可法人

3評議員のうちには、理事のいずれか1名とその親族その他特殊の関係がある者の

数又は評議員のうちいずれか1名及びその親族その他特殊の関係がある者の合計数

が評議員総数の3分の1を超えて含まれることになってはならない。また、評議員

には監事及びその親族その他特殊の関係にある者が含まれてはならない。

4評議員は、この法人の理事又は監事若しくは使用人を兼ねることができない。

5評議員に異動があったときは、 2週間以内に登記し、登記事項証明書等を添え、

遅滞なくその旨を行政庁に届け出なければならない。

（権限）

第17条評議員は、評議員会を構成し、第21条第1項に規定する事項の決議に参画す

るほか、法令に定めるその他の権限を行使する。

I

（任期）

第18条評議員の任期は、選任後4年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関

する定時評議員会の終結の時までとし、再任を妨げない。

2評議員は、辞任又は任期満了後においても、第15条に定める定員に足りなくなる

ときは､新たに選任された者が就任するまでは､その職務を行わなければならない。

（報酬等）

第19条評議員は、無報酬とする。

2評議員には、その職務を行うために要する費用の支払をすることができる。

3前2項に関し必要な事項は、評議員会の決議により別に定める役員及び評議員の

報酬並びに費用に関する規程による。

第2節評議員会

（構成）

第20条評議員会は、すべての評議員をもって構成する。

（権限）

第21条評議員会は、次の事項を決議する。
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(1)役員（理事及び監事。以下同じ）の選任及び解任

(2)評議員の選任及び解任 ：

(3)役員及び評議員の報酬等の総額及びその支給の基準

(4)定款の変更

(5)各事業年度の事業報告及び決算（計算書類）の承認

(6)長期借入金並びに重要な財産の処分及び譲受け

(7)公益目的取得財産残額の贈与及び残余財産の処分

⑧合併、事業の全部若しくは一部の譲渡又は公益目的事業の全部の廃止

(9)前各号に定めるもののほか、一般社団、財団法人法に規定する事項及びこの

定款に定める事項

2前項にかかわらず、個々の評議員会においては、第24条第1項の書面に記載した

評議員会の目的である事項以外の事項は、決議することができない。

（種類及び開催）

第22条評議員会は、定時評議員会及び臨時評議員会の2種とする。

2定時評議員会は、毎事業年度終了後3ヶ月以内に開催する。

3 臨時評議員会は、必要がある場合には、いつでも開催することができる。

I

（招集）

第23条評議員会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき、理

事長が招集する。

2前項にかかわらず、評議員は理事に対し、評議員会の目的である事項及び招集の

理由を示して、評議員会の招集を請求することができる。

3前項による請求があったときは、理事長は遅滞なく評議員会を招集しなければな

らない。

（招集の通知）

第24条理事長は､評議員会の開催日の1週間前までに､評議員に対して､会議の日時、

場所、 目的である事項を記載した書面をもって招集の通知を発しなければならない。

2前項にかかわらず、評議員全員の同意があるときは、招集の手続きを経ることな

く、評議員会を開催することができる。

（議長）
J

第25条評議員会の議長は､その評議員会において､出席した評議員の中から選出する。
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（定足数）

第26条評議員会は、評議員の過半数の出席がなければ開催す~ることができない。

（決議）

第27条評議員会の議事は、一般社団・財団法人法第189条第2項に規定する事項及び

この定款に特に規定するものを除き、議決に加わることのできる評議員の過半数が

出席し、その過半数をもって行う。

2次の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く評議員の3分の

2以上にあたる多数をもって行わなければならない。

． （1） 監事の解任

⑫） 定款の変更

（3）基本財産の処分又は除外の承認

（』その他法令で定められた事項

（決議の省略）

第28条理事が、評議員会の目的である事項について提案した場合において、その提案

について、議決に加わることのできる評議員の全員が書面又は電磁的記録により同

意の意思表示をしたときは、その提案を可決する旨の評議員会の決議があったもの

とみなすb

I

（報告の省略）

第29条理事が評議員の全員に対し、評議員会に報告すべき事項を通知した場合におい

て、その事項を評議員会に報告することを要しないことについて、評議員の全員が

書面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたときは、その事項の評議員会への

報告があったものとみなす。

（議事録）

第30条評議員会の議事については、法令で定めるところにより議事録を作成しなけれ

ばならない。

2前項の議事録には、議長及びその評議員会に出席した評議員の中から選任された

議事録署名人2名、並びに出席した代表理事が記名押印するものとする。

（評議員会運営規則）

第31条評議員会の運営に関し必要な事項は、法令又はこの定款に定めるもののほか、

評議員会において定める評議員会運営規則による。
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第4章役員等及び理事会

第1節役員等

（種類及び定数）

第32条この法人に、次の役員を置く。

（1）理事7名以上13名以内

（2）監事2名以上3名以内

2理事のうち2名を代表理事とし、 3名以内を一般社団・財団法人法第197条が準

用する第91条第1項第2号に規定する業務執行理事とすることができる。

3代表理事のうち、 1名を理事長、 1名を副理事長とする。

4業務執行理事のうち、 1名を専務理事、 2名以内を常務理事とする。

（選任等）

第33条理事及び監事は、評議員会の決議によって選任する。

2代表理事及び業務執行理事は、理事会の決議によって理事の中から選定する。

3前第2項で選定された代表理事より理事長及び副理事長を選定する。

4理事会は、その決議によって第2項で選定された業務執行理事より専務理事1名、

常務理事2名以内を選定することができる。

5監事は、この法人の理事及び評議員並びにこの法人の使用人を兼ねることができ

ない。また各監事は、相互に親族その他特殊の関係があってはならない。

6 理事のうち、理事のいずれか1名とその配偶者又は三親等内の親族その他法令で

定める特別の関係にある者の合計数は、理事総数の3分の1を超えてはならない。

7他の同一の団体の理事又は使用人である者その他これに準ずる相互に密接な関係

にあるものとして法令で定める者である理事の合計数は、理事の総数の3分の1を

超えてはならない。監事についても同様とする。

8理事又は監事に異動があったときは、 2週間以内に登記し、遅滞なくその旨を行

政庁に届け出なければならない。

’

（理事の職務・権限）

第34条理事は、理事会を構成し、この定款に定めるところにより、この法人の業務の

執行の決定に参画する。

2理事長は、この法人を代表し、その業務を執行する。

3 副理事長は、理事長と共にこの法人を代表し、理事長を補佐する。

4専務理事は、理事長及び副理事長を補佐し、この法人の業務を執行する。

5 常務理事は、この法人の業務を分担執行する。
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6業務を執行する理事の権限は、理事会が別に定める理事の職務権限規程による。

7代表理事及び業務執行理事は、毎事業年度毎に4ケ月を超える間隔で2回以上、

自己の職務の執行の状況を理事会に報告しなければならない。

（監事の職務・権限）

第35条監事は、次に掲げる職務を行う。

（1）理事の職務執行を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を作成するこ

と。

②この法人の業務及び財産の状況を調査すること、並びに各事業年度に係る計算

・ 書類及び事業報告等を監査すること。

（3）評議員会及び理事会に出席し、必要あると認めるときは意見を述べること。

（4）理事が不正の行為をし、若しくはその行為をするおそれがあると認めるとき、

又は法令若しくは定款に違反する事実若しくは著しく不当な事実があると認める

ときは、これを評議員会及び理事会に報告すること。

（5）前号の報告をするため必要があるときは、理事長に理事会の招集を請求するこ

と。ただし、その請求があった日から5日以内に、その請求があった日から2週

間以内の日を理事会の日とする招集通知が発せられない場合は、直接理事会を招

集すること。

（6）理事が評議員会に提出しようとする議案､書類その他法令で定めるものを調査し、

法令若しくは定款に違反し、又は著しく不当な事項があると認めるときは、その

調査の結果を評議員会に報告すること。

（7）理事がこの法人の目的の範囲外の行為その他法令若しくは定款に違反する行為

をし、又はその行為をするおそれがある場合において、その行為によってこの法

人に著しい損害が生ずるおそれがあるときは、その理事に対し、その行為をやめ

ることを請求すること。

（8）その他監事に認められた法令上の権限を行使すること。

I

（任期）

第36条理事の任期は、選任後2年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関す

る定時評議員会の終結の時までとし、再任を妨げない。

2監事の任期は、選任後4年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関する

定時評議員会の終結の時までとし、再任を妨げない。

3役員は、第32条第1項で定めた役員の員数が欠けた場合には、辞任又は任期満了

後において.も、新たに選任された者が就任するまでは、なおその職務を行わなけれ

ばならない。
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（解任）

第37条役員が次のいずれかに該当するときは、評議員会の決議によって、解任するこ

とができる。ただし、監事を解任する場合は、議決に加わることのできる評議員の

3分の2以上の議決に基づいて行わなければならない。

（1）職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき。

（2） 心身の故障のため、職務の執行に支障があり、又はこれに堪えないと認められる

とき。

（報酬等）

第38条役員は､無報酬とする｡ただし､常勤の役員には報酬を支給することができる。

2役員には、その職務を行うために要する費用の支払いをすることができる。

3前2項の報酬の総額及び支給の基準は、評議員会の決議により別に定める役員及

び評議員の報酬等並びに費用に関する規程による。

（取引の制限）

第39条理事が次に掲げる取引をしようとする場合は、その取引について重要な事実を

開示し、理事会の承認を得なければならない。

（1） 自己又は第三者のためにするこの法人の事業の部類に属する取引

（2） 自己又は第三者のためにするこの法人との取引

（3） この法人がその理事の債務を保証することその他理事以外の者との間における

この法人とその理事との利益が相反する取引

2前項の取引をした理事は、その取引の重要な事実を遅滞なく．、理事会に報告しな

ければならない。

3前2項の取扱いについては、第55条に定める理事会運営規則によるものとする。

I

（責任の免除）

第40条この法人は、役員の一般社団・財団法人法第198条において準用される第111

条第1項の賠償責任について、法令に定める要件に該当する場合には、理事会の決

議によって、賠償責任額から法令に定める最低責任限度額を控除して得た額を限度

として、免除することができる。

（会長〕

第41条この法人に、名誉的立場の会長を1名置くことができる。

2会長は、理事会の決議を経て、推戴する。

3会長の報酬は、無償とする。ただし、その職務を行うために要する費用の支払い

をすることができる。
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（顧問）

第42条この法人に、 10名程度の顧問を置くことができる。

2顧問の委嘱は、理事会において決議する。

3顧問の報酬は、無償とする。ただし、その職務を行うために要する費用の支払い

をすることができる。

4顧問の任期は、委嘱後4年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関する

定時評議員会の終結までとし、再任を妨げない。

（参与）

第43条この法人に、 20名以上30名以内の参与を置くことができる。

2参与の委嘱は、理事会において決議する。

3参与の報酬は、無償とする。ただし、その職務を行うために要する費用の支払い

をすることができる。

4参与の任期は、委嘱後2年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関する

定時評議員会の終結までとし、再任を妨げない。

I
（会長及び顧問・参与の職務）

第44条会長及び顧問・参与は、理事会又は代表理事の諮問に応え、理事会又は代表理

事に対し、参考意見を述べることができる。

第2節理事会

（設置及び構成）

第45条この法人に理事会を設置す~る。

2理事会は、すべての理事で構成する。

（権限）

第46条理事会は、この定款に別に定めるもののほか、次の職務を行う。

（1） 評議員会の日時及び場所並びに目的である事項等の決定

（2）規則の制定、変更及び廃止に関する事項

（3）前各号に定めるもののほか、この法人の業務執行の決定

（4）理事の職務の執行の監督

（5）代表理事及び業務執行理事の選定及び解職

2理事会は次に掲げる事項その他の重要な業務執行の決定を、理事に委任すること

ができない。
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①
②
③
③

重要な使用人の選任及び解任

重要な組織の設置、変更及び廃止

内部管理体制の整備

第40条第1項の責任の免除

､IF

（開催）

第47条理事会は、毎事業年度3回以上開催する。

2理事会は、次の各号のいずれかに該当する場合に開催する。

（1）理事長が必要と認めたとき。

（2） 理事長以外の理事から会議の目的である事項を記載した書面をもって招集の請

求があったとき。

（3）前号の請求があった日から5日以内に､その請求があった日から2週間以内の日

を理事会の日とする理事会の招集の通知が発せられない場合に、その請求をした理

事が招集したとき。

（4）第35条第1項第5号の規定により、監事から招集の請求があったとき、又は監

事が招集したとき。

（招集）

第48条理事会は、理事長が招集する。ただし、前条第2項第3号により理事が招集す

る場合及び前条第2項第4号後段により監事が招集する場合を除く。

2前条第2項第3号による場合は、理事が、前条第2項第4号後段による場合は、

監事が理事会を招集する。

3理事長は、前条第2項第2号又は4号前段に該当する場合は、その請求があった

日から5日以内に、その請求があった日から2週間以内の日を理事会の日とする理

事会を招集しなければならない。

4理事会を招集するときは、会議の日時、場所、 目的である事項を記載した書面を

もって、開催日の一週間前までに、各理事及び各監事に対して通知しなければなら

ない。

5前項の規定にかかわらず、理事及び監事の全員の同意があるときは、招集の手続

を経ることなく理事会を開催することができる。

【

（議長）

第49条理事会の議長は、理事長がこれに当たる。

（定足数）

第50条理事会は、理事の過半数の出席がなければ会議を開くことができない。

12
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（決諺）

第51条理事会の決議は、この定款に別段の定めがあるもののほか、特別の利害関係を

有する理事を除く理事の過半数が出席し、その過半数をもって行う。

今

（決議の省略）

第52条理事が、理事会の決議の目的である事項について提案をした場合において、そ

の提案について、議決に加わることのできる理事の全員が書面又は電磁的記録によ

り同意の意思表示をしたときは、その提案を可決する旨の理事会の決議があったも

のとみなすものとする。ただし、監事が異議を述べたときは、その限りではない。

（報告の省略）

第53条理事又は監事が理事及び監事の全員に対し、理事会に報告すべき事項を通知し

たときは、その事項を理事会に報告することを要しない。

2前項の規定は、第34条第7項の規定による報告には適用しない。 ．

（議事録）

第54条．理事会の議事については、法令で定めるところにより議事録を作成し、出席し

た代表理事及び監事は、これに記名押印しなければならない。

I

（理事会運営規則）

第55条理事会の運営に関し必要な事項は、法令又はこの定款に定める．もののほか、理

事会において定める理事会運営規則による。

第5章定款の変更、合併及び解散等

（定款の変更）

第56条この定款は、評議員会において、議決に加わることのできる評議員の3分の2

以上の議決を経て変更することができる。ただし、第3条に規定する目的、第4条

に規定する事業及び第16条に規定する評議員の選任及び解任の方法並びに第59条

に規定する公益目的取得財産残額の贈与については変更することができない。

2前項にかかわらず、評議員の全員が賛成するときは、第3条に規定する目的、第

4条に規定する事業及び第16条に規定する評議員の選任及び解任の方法について、

変更することができる。

3公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（以下「公益認定法」 とい

13
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う｡）第11条第ユ項各号に掲げる事項に係る定款の変更をしようとするときは、そ

の事項の変更につき、行政庁の認定を受けなければならない。

4前項以外の変更を行った場合は、遅滞なく、その旨を行政庁に届け出なければな

らない。

今

（合併等）

第57条この法人は、評議員会において、議決に加わることのできる評議員の3分の2

以上の議決により、他の一般社団・財団法人法上の法人との合併、事業の全部又は

一部の譲渡及び公益目的事業の全部の廃止をすることができる。

、 2前項の行為をしようとするときは、予めその旨を行政庁に届け出なければならな

い。

（解散）

第58条この法人は、一般社団・財団法人法第202条に規定する事由及びその他法令で

定めた事由により解散する。

（公益目的取得財産残額の贈与）

第59条この法人が、公益認定の取消しの処分を受けた場合、又は合併により梢減する

場合（その権利義務を承継する法人が公益法人であるときを除く｡）において、公益

認定法第30条第2項に規定する公益目的取得財産残額があるときは、これに相当す

る額の財産を当該公益認定の取消しの日又は当該合併の日から1ケ月以内に、評議

員会の決議により類似の事業を目的とする他の公益法人、国若しくは地方公共団体

に贈与するものとする。

I

（残余財産の処分）

第60条この法人の解散等により清算するときに有する残余財産は､評議員会の決議に

より、類似の事業を目的とする他の公益法人、国若しくは地方公共団体又は公益認

定法第5条17号に掲げる法人であって租税特別措置法第40条第1項に規定する公

益法人等に該当する法人に寄附するものとする。

第6章支部及び委員会等

（支部及び委員会等）

第61条この法人の事業を推進するために必要あるときは、理事会はその決議により、

支部及び委員会等を設置することができる。

14
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2支部会長及び委員会等の委員等は、理事会において選任及び解任する。

3支部及び委員会等の任務、構成及び運営に関し必要な事項は、評議員会及び理事

会の権限に抵触しない範囲で、理事会の決議により別に定める。
つ

第7章事務局

（設置等）

第62条この法人の事務を処理するため、事務局を設置する。

、 2事務局には、所要の職員を置く。

3重要な職員は、理事会において選任及び解任する。

4事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、理事長が理事会の決議により、別に
定める。

（備付け帳簿及び書類）

第63条事務所には、法令の定めるところにより次に掲げる帳簿及び書類を備えておか

なければならない。

（1）定款

（2）理事、監事及び評議員の名簿

（3）認定、許可、認可等及び登記に関する書類

（4） 定款に定める機関の議事に関する書類

（5）財産目録

（6）役員及び評議員の報酬等並びに費用に関する規程

（7）事業計画書及び収支予算書

（帥事業報告書及び計算書類等

（9）監査報告書

（10）運営組織及び事業活動の状況の概要及びこれら数値のうち重要なものを記載し
た書類

（11）その他法令で定める帳簿及び書類

2前項各号の帳簿及び書類等の閲覧については、法令の定めによるほか、第65条第

2項に定める情報公開規程によるものとする。

I

第8章賛助会員

(賛助会員）

15
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第64条この法人の趣旨に賛同し、後援する個人又は団体を賛助会員とすることができ
る。

2賛助会員に関する必要な事項は、理事会及び評議員会の決議により、別に定める

賛助会員に関する規程による。

1

第9章情報公開及び個人情報の保護

（情報公開）

第65条この法人は、公正で開かれた活動を推進するため、その活動状況、運営内容、
・ 財務資料等を積極的に公開するものとする。

2情報公開に関する必要な事項は、理事会の決議により別に定める情報公開規程に
よる。

（個人情報の保護）

第66条この法人は、業務上知り得た個人情報の保護に万全を期すもの;とする。

2．個人情報の保護に関する必要な事項は、理事会の決議により別に定める個人情報
保護規程による。

（公告）

第67条この法人の公告は、主たる事務所の公衆の見やすい場所に掲示する方法により
行う。

附則

1 この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び

公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律

（以下「整備法」という｡）第106条第1項に定める公益法人の設立の登記の日から

施行する。

2整備法第106条1項に定める特例民法法人の解散の登記と、公益法人の設立の登

記を行ったときは、第5条の規定にかかわらず、解散の登記の日の前日を事業年度

の末日とし、設立の登記の日を事業年度の開始日とする。

3 この法人の登記の日に就任する理事及び監事は、別紙役員名簿記載のとおりとす
る。

4 この法人の最初の代表理事は中野利弘、渡邉忠、業務執行理事は永石安明、廣瀬
道男、新屋敷道保とする。

5平成25年8月20日一部改正

平成30年6月19日一部改正

16



様式第1－1号

ー享三~3弓
支出証拠書

（会派名・議員氏名：ふじのくに県民クラブ・林芳久仁）

1

'

萱塞宕

経費項目 諮研究費･研修費･蛎騨費 ･蕊談儒瀧蹟･会議費･資fH賊費･資粥騰入費･扉詞･事翻漬･人鱈

内 容 FAX･インターネット接続料(4月分）

年月 日 令和3年4月14日～令和年 月 日 金額 3,142円

目的
堅“1口…~全」」ノ'一いノvソ土，衣ユユ工 彦 Iジン 〆1，ン l vノ/IqIJmvゾィー炉ノ

使途

政務活動

県政との

関連性
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案分の理由

政務活動と後援会で案

分

領収書金額(a)

6,284円

按分率(b)

1/2

％

政務活動費支出額(a×b)

3,142円
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支出証拠書
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入金日JO･J/年〆月さ／日上記正に領収いたしました

３
割
寄
幅

町
血
瑚
令

羽
羽
血
罰

尾
尾
皿
観

区
区
咽
南

水
水
馴
区

清
訶
汀
西

市
市
莉
市

緬
胴
函
唾

３
３
６
５

０
０
３
３

１
１
０
０

℃
咽
弔
咽

４
４
１
３

２
２
７
３

４
４
４
７

〒
一
丁
〒
〒

ノ
ノ
ノ
ノ

噸
噸
調
諦

叩
剛
鴎
票

紺
紐
且
広

９
０
７
８

６
４
７
１

４
１
１
０

９
１
２
３

４
７
２
８

６
９
３
０

３
３
７
２

，
１
５
１

４
４
６
２

５
５
５
８

０
０
０
０

く
く
Ｉ
く

峨
販
収
Ｍ

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

９
０
ｆ
ｌ
４
０
８
７

８
２
２
０

１
４
４
１

５
４
６
３

一
一
一
一

５
８
１
８

６
６
４
０

３
３
１
２

ｊ
ｊ
５
ｊ

別
馴
弱
肥

０
０
０
０

く
く
く
く

Ｌ
Ｌ
Ｌ
し

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

、
＝ ー

＝

一

轄理番号

経費項目 調査研究費･研修費･広聴癖費・霊調靜涯曠･会議費･癖雨･資粥騰入費･事務費.弱翔讃･人#讃

内 容 コピー料

年月 日 令和3年4月21日～令和年 月 日 金額 1,602円

目的
資料等のコピー

使途
令和3年4月請求分コピー料

”

認
の

ロ
レ
」

鞆
感

月月ミ宙. 叶庄

現金 V

小切手

相殺

手形

振込

案分の理由

政務活動・後援会で

使用のため。

領ⅡI収書金羅i(a)

3,203円

按分率(b)

1/2

％

政務活動費支出額(a×b)

1,602円
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整理番号 | #-9

支出証拠書

（会派名・議員氏名：ふじのくに県民クラブ・林芳久仁）
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案分の理由

政務活動・後援会で

使用のため。

領収書金額(a) 按分率(b) 政務活動費支出額(a×b)

1／2

％4,158円 2,079円

経費項目 諺研究費･"膠費･圃就認費･要談儲瀧謄･会議費･資料|賊費･資粥臆入費･犀司･顎甥漬･人件費

内 容 BBパック保守料

年月 日 令和3年4月21日～令和年 月 日 金額 2,079円

目的
zIシグクーィ､ソrUﾉ家と尾咋扇]羽ﾉJい

使途
令和3年4月請求分保守料

県政との

関連性

現金 I/

小切手

相殺

手形

振込

扱者

■
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整理番号 1 4-9

支出証拠書（各種団体会費）

（会派名・議員氏名：ふじのくに県民クラブ・林芳久仁）

’
1

汎（,、以尻7ラブ／

林折ズ仁様冒

グー言－
6－

N9 001535

領収証

三＝三二一
‐三

。一

但正ﾝ獺少芥 ，評'卿よ〃
鋤手戒シ年卓月 。2／日上記正に領収いたしました

‘ 公益財団法人野村生涯教育セ

理事長金子由

/評'卿よ"分

1

団緋')芳綱 ）:団体の会則・事業概要・その他（

経費項目 願霊頚･研修費

内 容 野村生涯教育センター：正会員会費(4月分）

年月 日 令和3年4月21日～令和年 月 日 金額 1,000円

会の輝旨.

目 的
と豊かな文化の創造に寄与することを目的とする。

会の活動

内容等

*生涯教育に関する講座･勉強会等の開催

*生涯教育に関する大会・講演会の開催

*生涯教育に関する教育相談、グループ討議

*その他、この法人の目的を達成するために必要な事業

些猿1口割一

県政との

関連性

ノゴ上I型vﾉWTI夢工寺I-~IJL〆、 ノー~てW－1両つ/こ目白L/n~V，きヲQ争い-.､､リ、 同再目II｣ごY~uaU・ﾉ吉己

んのお考えを聞き、 自分の意見を話すことにより、政務活動の参考にしていますも

案分の理由

政務活動に資する団体会

費のため､全額充当する。

1狸埋言…1回ノ

1,000円

按分率(b)

／

100％

政務活動う動費支出額(a×b)

1,000円
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公益財団法人

野村生涯教育センター
加斑〔“…、応『L唖…"M"m【画…

鍾壷瀝霊謹篭塗謹藪譲鍾議鍾壷識:鍾議鍾薑診鍾鍾冨謹識

要絹｜生涯教育への願い ’ 沿革 i 理窪長略歴 1 役蕊

名言会員 1 組篝・支部達筆所 ｜ 所在地 l 事業内容図

要綱

公益財団法人野村生涯教育センターは、野村佳子が創設した教育ボラ

ンティア活動の組織である。

鳶…声壼－－＝＝覇

公然財団誌人野村牛涯教育センター

〒151-0053束京都渋谷区代々木1-47-13

名称
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目的

この法人は、創設者野村佳子が構築した東洋の自然観に立

脚した人間の位置づけ、価値づけの基本理念としての教育論

を基盤に生涯を通じた学習及び実践活動(以下生涯教育とい

う)を推進し、もって人間資質の向上と豊かな文化の創造に

寄与することを目的とする。

事業

←“ﾉ酒へIひ、目ロソ〆T＝DM9つﾉこめI上、（山手宗セイ丁つ。

(1)生涯教育に関する講座・勉強会等の開催

(2)生涯教育に関する大会、講演会の開催

(3)生涯教育に関する国際交流・支援

(4)学習者に対する助成

(5)生涯教育に関する出版物の刊行

(6)生涯教育に関する教育相談、グループ討議

(7)公益事業をしている他団体への協力・支援

(8) その他、この法人の目的を達成するために必要な事業
卜･言回'T1宮君幸Iナロ大全斥l･喝ァK壷々LI-垂『 、アーガニニ='、上･オス

会員規定

この法人α)廻凶百I一貫'可し、侯辰9 つ1回人孟7こIま団俸を貢即云

員とすることができる。

正会員： 月1,000円

特別会員： 月10,000円

法人会員（団体） ： 年1口以上、 1口120,000円

学習者

学習者は、 0歳から90歳を越える年齢に及び、年代層に応じ

て、組織としては幼児教育部、児童部、青年部、成人部、高

年部で構成されており、それぞれ年間を通じ、野村生涯教育

のカリキュラムに従って学習が続けられている。

また、国の中央、地方行政をはじめ、教育関係者、 PTA,企

業、マスコミ、各政党、一般社会のあらゆる階層とのコンタ

クトを続け、全国大会、講演会、懇談会、研修会と機会をあ

るごとに社会ぐるみの対話ﾉｰ連携を進めている。



様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名：ふじのくに県民クラブ・林芳久仁）

I｡漏割宮巨魁詐騨

零雫看

経費項目 調査研霜･研修費･圃就報費･要諦瀞辮鱸･会議費･資料f賊費･資瀧臆入費･函･藷婦漬･人件費

内 容 NHK放送受信料(4月･5月分）

年月 日 令和3年4月22日～令和 年 月 日 金 額 4,440円

目的
堅猛1口割廷T嗣劉ソ句ノーαノvノ1日千Ⅸー

使途
NHK

放送剰冒料
(4．5月分）

政務活動。

県政との

関連性
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案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a) | 按分率(b)

| /
4,440円F一I而ﾜ了

政務活動費支出額(a×b)

4,440円
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…番号 ｜ 与一/／

支出証拠書

（会派名・議員氏名：ふじのくに県民クラブ・林芳久仁）

領収書貝剖寸枠＞

↓故障
4.04R円-RRO円

画『ナーロ ハ

’ゴム角 判料金を4月型b日口座振謹

照臓論蝿.‘

損収金額AMOUNTRECE1V虻

金融礎関名月N州醐L肥nTUT1C

支店名BRANCH

．座番号AccOUNTMlMgF

経費項目 謹研究費･研瞬尋･醗騨費･要蒜綜轆蘋･会議費･資龍H愉蹟･資伊騰入費･犀笥･謡翔漬･人1積

内 容 事務所用携帯電話代

年月 日 令和3年4月26日～令和年 月 日 金額 /(〃8円

目的
…1H…些1J／fこ…v〆＝b巴HBーーljJ ~一Jｰ…

使途
令和3年早月支払い分事務所用携帯電話代

政務活動

県政との

関連性

分

と後援会で案

領収書鐸(a)

よりj6 円

按分率(b)

1／2

％

政務活動費支出額(a×b)

八方/' ‘円
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▼購入機器代金
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整理番号 l 4-/Z

支出証拠書

（会派名・議員氏名：ふじのくに県民クラブ・林芳久仁）粍6

経費項目 籍研癩･研修費･広聴辮･要議情鞘篭蹟･会譲･資料｛鰔費･資串騰入費･事務費僖壷圖･人f蹟

内 容 事務所賃借料（占月分）

年月 日 令和3年j月1日へ令和3年占月、ﾅ|日 金額 69,056円!

目的

使途
令和3年,夕月分賃借料

県政との

関連性
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X138,113外イトフヤチン(SNF

案分の理由

政務活動・

使用のため

後援会で

領収書弓金韻(a)

138,113円

按分率(b)

l/2

％

政務活動費支出額(a×b)

69,056円
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整理番号 ｜ ター/3 ．

支出証拠 書

呂・議員氏名：ふ1”

経費項目 譲り罐･研彦費･広聴“･雰識儲瀧債･会議費･資料ｲ露･静臆入費･事務費･層壷圖･人件費

内 容 事務所電気代（4月分）

年月 日 令和3年4月28日～令和年 月 日 金額 3,794円

目的
一一ー‐■云一マー■‐〆 毛孝守グダロ ーーロ■＝ー■‐ ~ ▼一 一

使途
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政務活動

県政との

関連性
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案分の理由

政務活動と後

使用のため。

援会で

領乢i収書金額(a)領乢i収書金額(a）

7,588円

按分率(b)

1/2

％

政務活動鼎費政務活動鼎費支出額(a×b)支出額(a×b）

3,794円
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-7~=7F司
支出証拠 書 (各種団体会費）

議員氏名：ふ1”

÷」

雫雫言

経費項目 厨罰禿笥･研修費

内 容 浄岡骨髄バンク推進をする会：年会費

年月 日 令和3年4月29日～平成 年 月 日 金額 2,000円

会の趣旨．

目 的

一脚ジロ坐” ｰ〆 甦哩ノ'四VてJ/ 同…lシ' 1堤｣一四斤vン1国型･生み唾ソ画一巳延RH。〔一ｿ己。

会の活動

内容等

支援協力

・ドナー、患者及び、その家族に対する支援活動

号唖1口割

県政との

関連性
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顧問を務め、取り組んでいる。
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案分の理由

政務活動に資する団体会費の

ため、全額充当する。

領収書金額(a)

2,000円

按分率(b)

／

100%

政務活動費政務活動費支出額(a×b)支出額(a×b）

2,000円
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静岡骨髄バンクを推進する会会則

第1章総則

第1条 （名称） 本会は｢僻岡骨髄パンクを推進する会』と称します。

第2条 （事務所） ・本会は事頼所を箭岡市葵区駿府町1-70静岡県総合社会福祉会館『1

笛3条 （目的） 本会は県民の骨髄移植I謝する理解の促進と骨髄提供登録者(ドナー〉

篦4鼈（事業） 本会'蝿驫里貝錘鋸轌唖睦鞭鼎削謹悪煙霧麺
(1)． （財)骨髄移植推進財団､日本赤十字社､地方自治体等が裾う論
啓発､広報宣伝活動並びに骨髄提供者の募累梁務に対する支授

（2），捜関紙､広報鰭､バﾝﾌﾚｯﾄ等の発行-送配布､並びに学習会開
方法による普及啓発､広報宜伝活動 ．

（3）､ドナー､患者及びその家族に対する支援活動
（4>･医療･検査機閲及び患者負担金の軽減､医慌保険の充実を求め鼎
⑤. .その他本会の目的達成の為に必要な活動
2本会の事案年度は4月1日に始まり､3月31日に終わります． ．

篦2章．会員．

第5条 （会員） 本会は会の目的に賛同し､入会手綿きを行った者を会員とします。

露6条（会員の種類)本会の会員は正会員と､資金援助をして戴ける個人又は団体の喪助会．

節7条 （会費） 会員の年会費を次のとおりとします。 ．
． (1)・正会員一一一一一 2,000円 ． ‐ ．
但し､学生－－－－1｢0Q0円 ．
(2)．賛助会員－－－－1mS,COO円

8 .

第8条 〔退会） 会員は次のいずれかに肢当したとき､退会することとします。 ．
(1)．退会届を会長に提出したとき
(2)．年会費をZ年間以上未納のとき ．. . ． ．
(3)･会の名誉を傷つI注り秩序を乱すような不適切怠奮動があったとそ
腫決により退会を命じることがあり叢す。 、

第9条（会費の返還)会員は退会に際L,既納の年会賢の返還鯖求はできないこととLます。
第3章役員一 ．

"10条･ <役員） 本会に次の役員をおきます｡
(1)，会長 1名．
(2)．運営霞員長 1名
③、副会長 ・ 若干名
(4)；事務局長 ．1名 、
．(5)．運営表員 若干名． ・ ・
(6)，監事 若干名 ・

ざ ． _

第11条(役員の選出)本会の役員は総会に翁いて選出します． ． ．
2年度中途に会長を除く役員の解任及び欠員補充､又は増員を行うとき似

第12条(役員の任務)役員は本会の目的を遂行するために､それぞれの任務を担当します。
“ (1)．会長は本会を代表します。 ・ ・. ．

I
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(2),運営委員長は運営委員会の責任者として事粟及び活動の実施を：
会長が指名した役員が任務を代行します｡(監事を除く)。

(3)．副会長は会長を補佐し､会長に事故あるときはその任務を代行い
く4>，事務局長は本会の事務処理を遂行し､事務局長に事故あるときld

・ ・代行しまず｡(監事は除く） ．‐ ．
(5)．運営委員は本会全体の運営について4運営委員会において惚醗l
遂行します．

(6)，監事は本会の会計を監査し､繕会において報告します。

第13条(役員の任期)役員の任期は1年間とします｡.
但し､再任を妨Ifません。
'2年度中途に選出された役員の任期は総会前日までとします。

(顧問） 本会に医師､学蹴経験者等の顧問をおくことができます。
2顧問は､運営要員会の識決を経て会畏が萎嘱します｡
3顧問は､会長の諮問に応じて総会､､運営震員会等に出席して意見を述軒

第14条

第4章槻閲 ・ ・

第15条 （撹関） 本会は総会､運営婁員会､事務局会溌をもって槻関とします。

第16条 （綣会） 縫会は本会の最高膿決捌閏であり.本会の運営に関する重要事項を寵
2鍵会の開催は原則として年1回､4月とします。
但し今運営霊員会の議決､又は会員の過半数の要講があったときは臨隙

． a総会は.委任状を含む会員の過半数の出席をもって成立します。
4総会の諭決を要する事項は次のとおりとします。
〔1>・事業報告並びに事業計画の承浬 ．
(2)．会計報告並びに予算の承認 ． 。
(3)‘役員の遇任
(4)；会則の改定
(5)．その他総会で必要と理める事項． 、
5繕会の議決は雲任状を含む出席会員の過半数により決します。

第17条(運営委員会)運営委員会について次のとおり定めます。 ．
（1），運営委員会は運営委員長が開催し､第4条に定める事菜及び活ロ
決定します。
但しﾐ蓮蛍零員会は本会則の規定並びに総会の綴決事項に抵触‘
できません。 ．

(2).運営要員会は会長､運営霧員長､副会長､事務局長.運営委員に
(3)．運営委員会は､原則とLて月1回開催することとし､前2号に定めそ
義務を負うこととします。 ．

(4)‘会員はオブザーバーとして､運営霞員会に出席し発言することが7
． 但し､隠決に加わることはできません。 、

第18柴 （事務局） 本会の事務を処理するために事務局を汲置します。
(1). ･事務局に総括責任者として事務局長をおくほか､所要の馳員をお‘
(2)‘職員の採否は運営霊員畏が事務局会艤の構成員に諮ったうえ決

"19条(事務局会腿)事務局会臆について次のとおり定めますも ．
(1)，運営蚕員会の効率を図るために､運営雲員長は事前協識揺関とl
(2).事務局会臓は､会長､運営委員長､副会長､事務局長により構成’

第5章会計

第20条 （会計） 本会の会計は会費､寄付金､要胚事粟費その他をもってまかないます。

ー一一一一一一一一一一
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2本会の会計年度は4月1日に始まり､3月31日に終わります。
但し､4月1日以降総会開催日までの間､運営委員長は必要に応じて予
します。

3本会の会計は年1回会計監査を受け‘総会において承圏を得ることとし；

第6章その他 ． 、

本会則に定めのない車蝦が発生したときは､運営姜員会において協瓢
2本会は全国各地の目的を同じくする会との連帯を図るため『NPO全国骨
協麓会｣に加盟します。
3本会は傭岡県内の行政樹関､医掘関係者等によって組織される『静岡W

(その他〉第21条

連絡協蟻会｣の一員として活勤を行います。

本会則は平成4年4月29日施行､平成5年4月鰹9日一部改定､平成74
平成10年4月29日一部改定､平成12年4月29日一部改定､平成144
平成16年4月29日一部改定､平成21年4月29日改定しました。

付則

←

－L
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静岡骨髄バンクを推進する会

令和3年度
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4月29日 （昭和の日）

静岡県総合社会福祉会館101会議室
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静岡骨髄バンクを推進する会総会プログラム

/貴くﾉC>;‐
第一音B

1．開会の言葉
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令和2年度活動報告

令和2年度決算報告

会計監査報告

令和3年度活動計画案第3号議案令和3年度活動計

第4号議案令和3年度予算案

第5号議案役員案．

議長解任
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閉会の言葉
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様式第1－4号

整冒零号 ｜ 攻一な

’
’

支出証拠書（自動車燃料代）

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・林芳久仁）【卓月分】

く領収書貼付枠＞

’
一

栢収書全額(a) 按分率(b) |歴活動費支出額(a×b)按分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

区分 前回給油願収書貼付分)A 今回値近”給油B 総走行f鴎佳C=B-A

年月日 年 月 日 年 月 日

走行距離 km km km

経費項目別充当調

経費項目

事務費

※単価による充当方式 ：単価（円）×君ﾃRMf (m)

※領収書による充当方式

･積上げ方式 ：領収書鐸（円）×君了距離伽）／総走行距離（上記c)b)
夕一一F～八藤＝ﾉ、, ､j ､ , ,1"『Fコ壺一’八

着丁躍惟(km) 積算方法※ 充当額（円）

‘-ヅ具・ ／ 18円×す72, / km/ km /“《｢'

く支払証明＞上記のとおり支払った（充当した）ことを証明します6 議員氏名 林芳久仁 鰔

ノク、8j-ず 円

／

/〃o % ／ク、 ‘ケヶ 円



要領様式1‐2

月日 内 容 行程 走行距離(km)

杣
木
・政務活動報告をふじのくに県民クラブへ提出

･プレジャーボート折戸係留所について
NPO法人代表者の要望を聞く

清水区一県庁一清水区
(議員控室）

23． 5

句
奎

金
・県畳業組合連合会に県営団地の畳室状況聞く

・県私学捲会に入学状況、県への要望聞く

・県社会福祉労務士会事務所に中小企業の状況聞く

清水区一県庁一清水区
(議員控室） 38． 3

3

土
･小規模団体に県政報告（リニア問題、
コロナ対策等）

清水区内 18． 4

４
日
･機械設計事務所社長に冷凍マグロ皮剥
機械の政策状況聞く
･中小の鉄工所経営者より資金問題等相
談受ける(2社）

清水区内 17． 3

5 ･ふじのくに県民クラブ総会(役員の改選他） 清水区一県庁一清水区 21． 2

6 一般活動

7

水
・政務活動費支出の檬式と詮員事務所雇用等変更有

無確認

・県静岡土木事務所に工事内容の説明聞く

・地元商店会役員にコロナの状況他融資の説明受け

る

清水区一県庁一清水区 32． 6

8

木
･印刷組合、旅館ホテル組合等業界団体
をまわり状況を聞く

清水区内 16． 2

9

金
・県庁控室で清水港の港湾計画について
担当部署に聞く
・県私立幼稚園振興協会会長と話し合い

清水区一県庁一清水区 25． 3

10 山間地農家に新茶の状況を伺う 清水区(山間地） 31． 6

11 一般活動

12

月

・県当局(港湾局、水産局)の担当者と打
合わせ

清水区一県庁一清水区 21． 2

13

火
・ふじのくに県民クラブ総会
・臨時議会補正予算当局説明

清水区一県庁一清水区

叫
水
･桜エビ漁の状況を由比漁師会役員に聞く

・仮設工事会社社長に仕事堂の見込み聞く。要望閉

き取り

清水区一県庁一清水区 42． 8

15

木
・はごろもフーズ㈱秘書に輸出状況、国
内状況聞く
・三保松原及び羽衣資料館への観光バス
状況を土産物店店主に聞く

清水区一駿河区一清水
区

37． 3

16 ・県議会
へ

灯
士
・市民より三保海岸に生ゴミの不法投棄
ありと通報受ける。現場確認
･三保農家の方にハウス栽培の状況聞く

清水区内(三保含む） 22． 5



(単位:km)

月日 内 容 行 程 走行距離(km)

肥
日
･一般活動

四
月
・県静岡土木事務所所長に依頼(海岸に
生ゴミ5袋）
･大手海運会社会長秘書に聞く
．連合静岡静岡地協県政報告開催（リニ
ア、コロナ）

清水区一駿河区一清水区 30． 2

加
火
･県議会(臨時議会開催）

創
水
､涜通基盤擁間織粁旅証(職）
･複合機リース会社社長にコロナ状況間
く

I

清水区一県庁一清水区 36． 2

ワウ
ーー

木
･精密部品メーカー役員に輸出の状況等
聞き取り
･県議会会派控室で資料作り

清水区一県庁一
葵区一清水区 29． 8

23

金
･全日本海員組合静岡支部2名と県の港
湾及び水産局担当に要望説明
・スポーツ団体2団体役員と現状及び今
後の取り組みを聞く

清水区一県庁一清水区 28． 3

型
士
･小規模企業3社、商店2店に県民向け
キャンペーンの説明を行う

清水区 12． 4

謂
日
･地域まちづくり会議総会出席。＝ロナ
状況対策説明
･市民相談有り（相談者自宅）

清水区 10． 8

妬
月
･全日本空手道県支部役員に大会、イベ
ント等の状況聞く
・中小企業(下請け会社)5社に親会社か
らの仕事量について聞く

清水区 15． 4

”
火
･大手化粧品メーカー県内担当の課長に
コロナ状況他話を聞く

清水区一駿河区一清水区 17． 2

羽
水
･ふじのくに県民クラブ総会、他協議 清水区一県庁一清水区 21． 2

”
木
･静岡県骨髄バンクを推進する会総会へ

出婦稀鏥､′鑛蝿罐毒見程蒋敢。
清水区一葵区一清水区 21． 2

30

金
･葵区役所会議室で市議会の方々と話し
合い

清水区一葵区一清水区 21． 2

合 計 592． 1


